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リザバーコンピューティング（RC）は再帰型ニューラルネットワークの一種であり，リ

ザバー層の結合重みが固定されているため，物理実装が容易である特徴を持つ[1]．我々は

量子ドット（QD）間で生じるフェルスター共鳴エネルギー移動（FRET）を利用した実装方

式について検討を進めている[2]．この方式では，エネルギー状態が QD の組成や配置に依

存して非線形に変調され，短期記憶を持つ高次元の蛍光信号を生成できるため，RC に有用

である．しかし，これまでは，系に含まれる複数種類の QDのうち単一種類の QD の蛍光信

号しか計算に活用していなかった．本研究では，各種 QDからの蛍光信号を利用して独立し

たリザバーを構成する多重リザバーモデルを検討し，数値計算によりその性能を評価した．  

モデルの概略をFig.1に示す．𝑚 種類のQDから成る 𝑛 個のQDネットワークを考える．光

照射 𝑢(𝑡) に伴ってネットワークから得られる信号を，QDの蛍光波長に応じて分離取得し，

独立したリザバーに対応づける．これら 𝑚 個のリザバーを用いて，学習と予測を行う．こ

れにより多様な波長の蛍光信号を活用でき，従来手法と比べて性能向上が期待される．ま

た，波長分離を行うことにより，単一の物理構成で多重リザバーを形成できる．本モデルの

性能評価のため，計算機実験を行った．𝑛 = 150, 𝑚 = 3 としたモデルを想定し，2bit時間的

XORタスクの予測性能を評価した．出力層の学習にはリッジ回帰を用いた．Fig.2に予測結

果を示す．最大で100%の精度で予測が可能であり，提案モデルの有効性を確認できた． 

本研究は，JST CREST JPMJCR18K2の助成を受けた． 

 

Fig. 1 Schematic diagram of the proposed model. 
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Fig. 2 Prediction result.  

 

Training data：600 plots 

Test data：200 plots 

QD density：0.4 × 10−2 nos. nm2⁄  
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